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9.17アップデート

▪ AI関連
− AI対応のNLQを刷新

▪ UI関連
−レスポンシブ対応第1弾
−定義された日付期間を分類

▪レポート

−レポートを編集せずにカラムを変更

−条件付き書式を行全体に適用

− Set分析の結果がない場合にゼロを表示
−区切り文字列集約フォーマッター

▪ダッシュボード

−ダッシュボードフィルターの自動実行設定

−ダッシュボードツールバーにエクスポートボタン

▪管理

−コンテンツのインポートに新しい機能を追加

−システム構成の変更内容をイベントとして記録

−クライアントソースでカスタムカラム

−新しいログインセッションオプション

▪パフォーマンス改善

−大規模なクライアント組織管理の速度改善

−コンテンツフォルダーのアクセス権設定の速度改善
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AI関連

▪ AI対応のNLQがより対話的に利用できるようになりました。
▪新しくなったAI対応のNLQは、ユーザーが入力した質問文からAIが表示する表やグラフを決定し、
その内容を説明したテキストとともに返します。

▪表示したグラフから、LLMが生成したアプローチを確認することもできます。

AI対応のNLQを刷新
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UI関連

▪以下のエリアが自動的に画面サイズに適応するようになりました。

−トップナビゲーションメニュー

−自然言語クエリー

−ストーリー

−閲覧ページ

−閲覧ページでの共有や詳細の編集など、いくつかのポップアップウィンドウ

−埋め込みレポートの数値グラフ

レスポンシブ対応第1弾
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UI関連

▪フィルターで使用する定義された日付期間を
日付の種類ごとにカテゴライズしました。

▪日/週/月/四半期/年がそれぞれまとまって表示
されるようになり、日付が選択しやすくなり
ました。

▪暦上の日付と会計上の日付がそれぞれ別々の
カテゴリーに分類されるようになったので、
日付期間の表記もわかりやすいかたちに変更
しています。

定義された日付期間を分類
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レポート

▪既存のレポートを編集せずに、カラムの表示/非表示や、
並び順を変更することができます。

▪変更した内容はユーザーごとに保存されるため、次回同じ
レポートを開いた時にカラムを選択しなおす必要はありま
せん。

▪非表示にしたカラムは画面に表示されなくなるだけなく、
クエリーからも削除されます。

▪レポートを作成する際に、表示/非表示を切り替え可能な
カラムを指定することは可能ですが、以下の点に注意して
ください：

−サブクエリーの結合条件に使用しているフィールドは非表示に
できない

−グラフや計算フィールドで使用しているフィールドを非表示に
すると、グラフやレポートがエラーになる場合がある

レポートを編集せずにカラムを変更
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レポート

▪カラム/ロウ形式のレポートで、指定したカラムの条件付き書式を表の行全体に適用できるようにな
りました。

▪個別のカラムに設定されている条件付き書式がある場合は、そのカラムの条件付き書式が優先され
ます。

条件付き書式を行全体に適用
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レポート

▪グラフのSet分析は、その式の結果が得られなかった場合にエラーになりますが、エラーではなく
ゼロを返すように設定できるようになりました。

▪フィルターの選択肢によって数値グラフがエラーになってしまうような場合に、ゼロを返すことで
グラフを表示したままにすることができるようになります。

▪これまでのようにエラーを返すことも可能です。

Set分析の結果がない場合にゼロを表示
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レポート

▪カンマなどの区切り文字を含む文字列を値を省略して
表示するフォーマッターを追加しました。

▪カンマ区切りの文字列がデータソースにない場合でも
STRING_AGG関数やGROUP_CONCAT関数といった、
複数行の値を区切り文字付きの文字列で返す関数と併
用することもできます。

▪※STRING_AGG関数やGROUP_CONCAT関数を使用
するためにはカスタム関数を作成する必要があります。

区切り文字列集約フォーマッター
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ダッシュボード

▪フィルター付きのダッシュボードを表示する際に、ダッシュボード上のレポートを自動実行するか
どうかをダッシュボードのプロパティで設定できるようになりました。

▪「自動実行する」に設定すると、ダッシュボードを表示したタイミングでダッシュボード上のレ
ポートも自動的に実行されます。

▪「自動実行しない」に設定すると、ダッシュボードを表示したタイミングでダッシュボード上のレ
ポートは表示されず、フィルターを適用した時に初めて実行されるようになります。

▪「レポートの設定を継承」に設定すると、レポートのフィルターの書式にある「レポートの自動実
行」の設定によって動作が変わります。

−「レポートの自動実行」が有効な場合、「自動実行する」と同じ動作になります。

−「レポートの自動実行」が無効な場合、「自動実行しない」と同じ動作になります。

※フィルターを持たないダッシュボードでは、設定内容に関係なく、レポートは自動実行されます。

ダッシュボードフィルターの自動実行設定
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▪ダッシュボードのブックマークアイコンやブロードキャストアイコンの並びにエクスポートボタン
を表示しました。

▪大量のダッシュボードタブをお気に入り登録していても、エクスポートの操作が容易になります。

ダッシュボード

ダッシュボードツールバーにエクスポートボタン
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▪コンテンツをインポートする際に、以下のアイテムに既存のコンテンツを使用することができるよ
うになりました。

−フィルターキャッシュがカスタムクエリーに設定されている場合の接続先データソース

−関連コンテンツに設定しているレポート（ドリルスルー先のレポート）

−キャンバスで使用している画像

管理

コンテンツのインポートに新しい機能を追加
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管理

▪システム構成で変更した設定内容がEventテーブルに記録されるようになりました。

システム構成の変更内容をイベントとして記録
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管理

▪クライアントソースの置換機能を利用して、デフォルト組織で定義したカラムを、クライアント組
織で別のカラムに置換することができるようになりました。

▪ ISVが取り扱うパッケージ製品によっては、顧客ごとにパッケージ標準のテーブルにカラムを追加
するようなカスタマイズを提供しているケースがあります。Yellowfinでこれらのカスタムカラムを
使用してレポートを作成する場合、これまではクライアント組織内で個別にレポートを作成する必
要がありました。

クライアントソースでカスタムカラム

ID 名前 性別

ID 名前 性別 住所

ID 名前 性別 生年月日

パッケージ標準のテーブルレイアウト

A社向けカスタマイズ（住所が追加されている）

B社向けカスタマイズ（生年月日が追加されている）

ID 名前 性別 生年月日

ID 名前 性別 住所

ID 名前 性別

カスタマイズしていない顧客向けの組織（カスタムカラムは表示されない）

クライアント組織A（カスタムカラムに住所が表示される）

クライアント組織B（カスタムカラムに生年月日が表示される）
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管理

▪ Yellowfinにログインする方法として、デフォルトの
ログイン画面を表示せずに、シングルサインオンの
エントリーページからログインさせている場合に使
用できるオプションです。

▪デフォルトのログイン画面を表示せずに、シングル
サインオンでYellowfinにアクセスする環境では、
メールなどで配信されたコンテンツのURLから対象
のコンテンツにアクセスするためには複雑な実装が
必要でした。

▪新しくSSOのログインセッションオプションとして
REDIRECTURLを実装したことで、このような環境
であっても、より簡単に対象のコンテンツにアクセ
スすることができるようになります。

新しいログインセッションオプション

https://support.yellowfin.co.jp/hc/ja/articles/900007043823

https://support.yellowfin.co.jp/hc/ja/articles/900007043823
https://support.yellowfin.co.jp/hc/ja/articles/900007043823
https://support.yellowfin.co.jp/hc/ja/articles/900007043823
https://support.yellowfin.co.jp/hc/ja/articles/900007043823
https://support.yellowfin.co.jp/hc/ja/articles/900007043823
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パフォーマンス改善

▪数千規模のクライアント組織を運用している場合に、以下のポイントでパフォーマンスが低下して
しまうことがあったため、処理速度を改善しました。

−ログイン時のクライアント組織選択

−クライアント組織管理画面

−クライアントソースの置換のリスト表示

大規模なクライアント組織管理の速度改善
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パフォーマンス改善

▪コンテンツフォルダーのアクセス権を設定する際の更新処理速度を改善しました。

▪マルチテナントでコンテンツを展開しているような場合に多くみられる、フォルダーのアクセス権
に割り当てているユーザーやユーザーグループが多い場合に速度改善が見込めます。

コンテンツフォルダーのアクセス権設定の速度改善



すべての機能強化の詳細は、

リリースノートをご確認ください

新機能の詳細について




	Slide 1: 9.17アップデート
	Slide 2: 目次
	Slide 3: AI対応のNLQを刷新
	Slide 4: レスポンシブ対応 第1弾
	Slide 5: 定義された日付期間を分類
	Slide 6: レポートを編集せずにカラムを変更
	Slide 7: 条件付き書式を行全体に適用
	Slide 8: Set分析の結果がない場合にゼロを表示
	Slide 9: 区切り文字列集約フォーマッター
	Slide 10: ダッシュボードフィルターの自動実行設定
	Slide 11: ダッシュボードツールバーにエクスポートボタン
	Slide 12: コンテンツのインポートに新しい機能を追加
	Slide 13: システム構成の変更内容をイベントとして記録
	Slide 14: クライアントソースでカスタムカラム
	Slide 15: 新しいログインセッションオプション
	Slide 16: 大規模なクライアント組織管理の速度改善
	Slide 17: コンテンツフォルダーのアクセス権設定の速度改善
	Slide 18
	Slide 19

